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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　１２月　３０日　(水)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　小笠原　香織　　　記録者　出貝　梢

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	公休
	準夜
	A留守
	○
	公休
	CD留守
	CD留守
	○

	三浦
	佐々木（美）
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	準夜
	公休
	○
	年休
	公休
	欠勤
	公休
	公休

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	庭田
	佐々木（孝）

	公休
	CD留守
	深夜
	公休
	公休
	○
	年休
	深夜
	ローテ

	高森
	前田
	田中
	鈴木
	盛田
	天間

	ローテ
	準夜
	公休
	○
	業務
	業務


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・薬剤発注は年始年末毎日できます。

・12/31(木)～1/2(土)は物品発注の決裁が出来ないので、その間に足りなくなりそうなものは、本日中に発注かけてください。トイレットペーパーは毎日発注できます。

・2階プリン購入患者様のプリンをAユニット詰所冷蔵庫に保管してあります。

・本日、17：15～納会がありますので、スタッフの皆様はふるって参加してください。

・新年互礼会が1/3(日)17：00～ここりの郷（古民家）で開催されます。スタッフの皆様はふるって参加してください。

＜患者様連絡事項＞

・和田　敦子様～肛門部より出血が見られなくなり、本人様よりも訴えが無くなった事から、ネリプロクト止めとなっています。

　　　　　　　　常食の摂取困難となってきていることから、本日昼より食事形態を常食→粥・極キザミへ変更しています。しかし、落ち着いて食事できずにおり、食事形態変更により一気に口腔内へ押し込んでしまう可能性もあります。本人に落ち着いてゆっくりと摂取していただく為にも、マンツーマンで座って対応するなど、本人が落ち着ける環境を提供できる様に介入していくようにしましょう。（本日の昼食は一丁食いであり、介入要していますが、詰め込むことは無かったとの事。）

　　　　　　　　昨日、薬が大幅に変更になっています。状態の変化などに気をつけて、経過観察お願いします。

・北山　和子様～本日薬が大幅に変更になっています。状態の変化などに気をつけて、所在確認や食事摂取量・摂取状況など、経過観察お願いします。

・吉田　寿雄様～低血糖時の予測指示1/16(土)まで継続となっています。

・中村　清枝様～昨日から幻聴が活発化している様子で、午前中、同室患者様から悪口を言われたと詰め寄る場面が見られました。退院要求も続いており、状態の不安定さ見られています。状態観察と必要があれば介入しトラブルにならないように注意して行きましょう。

・田中　豊三様～両目の腫脹継続しています。改善傾向にありますが、まだ微熱が出ていたりしています。引き続き注意して状態観察お願いします。

・島脇　てる様～意識消失は現在見られていません。問診にてバレリン(100)１T

（抗てんかん薬）1×夕　1週間分継続処方となっています。
・向山　忠義様～本日問診時、マーゲンチューブからお薬を注入する際、嘔気があると　　

の事。注入の際は今までよりもっとゆっくりと注入するよう指示受けていますので、各自気を付けて注入するようお願いします。

・吉田　光男様～排便コントロールの為、センナリド1T（下剤）1×vds一週間分継続処方となっています。

＜田名部Ｄｒケースカンファレンス＞

・北山　和子様～経管栄養は難しい患者様なので、現在の嚥下状態をなるべく維持しつつ、服薬調整して行きます。状態の変化などに気を付けて経過観察お願いします。

・和田　敦子様～入院当初と比較して、レベル低下見られており、不安も強く見られております。言っている事は理解出来ているようですが、認知が進んできている可能性があり、身体機能の改善も難しいかもしれません。大幅に服薬変更と食事形態の変更を行っていますので、状態の変化などに気を付けて経過観察お願いします。

・島脇　てる様～ご家族としては、最後まで看取ってくれる城北病院を希望しています。正月明けたら担当ケアマネに連絡し、必要があれば田名部Dr介入していく方向で検討しています。

・田端　玲子様～3泊4日の正月外泊を予定しています。外泊に向けて落ち着きない様　　

子見られており、外泊から帰院後も状態不安定が予測されます。気をつけて所在・状態確認と経過観察お願いします。







